






























































































■北欧5カ国のスマートシティ・まちづくりの取り組み
●デンマーク：コペンハーゲンに見る、徒歩 5 分で完結する「 5 分都市」

　デンマークの首都コペンハーゲンは、持続可能な都市開発とスマート

シティの先進事例として、世界中から注目を集めている。2009年に掲げ

た「2025年までにカーボンニュートラルな首都へ」という目標に向け、

コペンハーゲンは都市全体で抜本的な改革を進めてきており、現在その

達成に向けた最終段階にある。

　コペンハーゲン北部の旧港湾地区を再開発したノルハヴン（Nordhavn）

は、北欧最大級の持続可能な都市開発プロジェクトのひとつである。

　「 5 分都市（Five-minute City）」という理念のもと、住宅、職場、教

育、商業、公共交通機関が徒歩 5 分圏内に集約されている。これによ

り、住民の生活の質向上と環境負荷の低減が同時に実現されている。さ

らに、再生可能エネルギーの活用やスマートグリッドの導入によって、

地区全体でカーボンニュートラル化も推進されている。

　またコペンハーゲンは、「世界一自転車に優しい都市」とも称され、市

民の約62％が通勤・通学に自転車を利用するという高い自転車利用率を

誇る。都市全体に張り巡らされた安全な自転車インフラと、政策的な推

進がこの文化を支えている。加えて、ニューハヴン（Nyhavn）など港湾

エリアでの持続可能な都市再生も進行中である。歴史的建造物と現代的

な都市機能を融合させたまちづくりは、景観保全と都市の賑わい創出の

両立を実現している。

　コペンハーゲンにおける都市計画の大きな特徴は、住民参加型ワーク

■�はじめに～北欧5カ国のまちづくり：都市と自然が共生する社会へ
　2025年⼤阪・関⻄万博において、デンマーク、フィンランド、アイスランド、ノルウェー、スウェーデンの北欧 5 か国は「ノルディック・サークル

〜北欧と共に、より良い明⽇へ〜」をテーマに、共同で北欧パビリオンを出展している。世界的に「持続可能なまちづくり」や「スマートシティ」の

先進地域として知られる北欧。ここでは各国の特徴とともに、パビリオンの設計やコンセプトについて紹介する。

北欧に学ぶ、持続可能なまちづくりとデザインの力
―大阪・関西万博 北欧パビリオンからの発信

大阪・関西万博　北欧パビリオン　PR・ブランド＆マーケティングマネージャー　岡村奈央

各論 5

北欧圏地図

デンマーク
1 ．コペンハーゲン

スウェーデン
2 ．ストックホルム
3 ．マルメ

フィンランド
4 ．ヘルシンキ

ノルウェー
5 ．オスロ

アイスランド
6 ．レイキャビク
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ショップによる合意形成プロセスの重視である。公共空間のデザインや

都市インフラの計画段階から市民の声を反映させることで、「使われる

都市空間」「愛着の持てるまちづくり」を実現している。コペンハーゲン

のこうした取組は、環境・社会・経済のバランスを追求しながら、人々

の暮らしに寄り添った都市づくりを可能にしており、世界のスマートシ

ティやサステナブル都市計画のロールモデルとして広く評価されている。

コペンハーゲンの自転車に優しい街並み

●スウェーデン：データ活用と人中心の都市設計

　スウェーデンは、世界的に「スマートシティ先進国」として知られ、

特にストックホルムでは、AIとビッグデータを活用した都市交通管理、

ゼロカーボン住宅、歩行者ファーストな街区設計が進んでいる。ストッ

クホルムでは、2030年までのゼロエミッション都市実現に向け、交通、

エネルギー、都市インフラ全体で大規模なカーボンニュートラル施策が

進行中である。電動フェリーの導入や市中心部への内燃機関車両の進入

規制など、モビリティ改革も加速している。

　一方、スウェーデン南部の都市マルメ（Malmö）は、持続可能な都

市開発の世界的先進事例として知られている。再開発地区である「Wes-

tern Harbour（ヴェステルハムネン地区）」では、再生可能エネルギー

100％によるエネルギー供給を実現。「ボー01（Bo01）プロジェクト」で

は、住宅・オフィス・公共空間におけるエネルギー効率化、水資源管理、

自然共生型設計など、多角的な環境配慮型まちづくりが展開されている。

様々な取り組みをリードするマルメ市

　また、マルメ市全体としても、環境、社会、経済の統合的なアプローチ

による「ゼロカーボンシティ」実現に向けた長期目標を掲げている。特

に地域レベルでの市民参加型のまちづくりや、社会的包摂に向けた多様

なプログラムも実施され、持続可能性と地域福祉の両立が図られている。

個人レベルで参加できる活動が多いことも特徴

●フィンランド：幸福度世界一を支える、参加型のまちづくり

　フィンランドの首都ヘルシンキは、持続可能な都市づくりの分野で

国際的な評価を受け続けている。2024年には「グローバル・デスティ

ネーション・サステナビリティ・インデックス（Global Destination Sus-

tainability Index）」において、世界第 1 位の「最も持続可能な観光都市」

に選出された。この評価は、環境への配慮だけでなく、地域社会への貢

献、社会的包摂、経済的持続性など、都市全体のバランスが高く評価さ

れた結果である。

　ヘルシンキ市は、2035年までにカーボンニュートラルを実現するとい

う明確な目標を掲げ、公共交通の電動化、再生可能エネルギーの導入、

都市インフラのスマート化を積極的に進めている。特にデジタルテクノ

ロジーの活用では、都市全体をデジタルツインで可視化し、エネルギー

消費、交通量、気候負荷などをリアルタイムでモニタリング・分析する

仕組みが導入されている。

開発が進むカラサタマ地区

　さらに注目すべきは、ヘルシンキ東部の「カラサタマ（Kalasatama）」

地区で進むスマートシティ開発である。かつての港湾エリアを再生し、

エネルギー効率の高い建築物、スマートグリッド、IoT技術を活用した公



共サービス、住民参加型のデジタルプラットフォームなど、多層的な都

市機能が融合する次世代都市モデルが構築されている。カラサタマ地区

では、アジャイル開発による小規模な実証実験も積極的に実施され、市

民とスタートアップ企業が共に未来の都市サービスをデザインしている。

　単なる技術導入にとどまらず、「暮らしやすさ」「公平性」「社会的信

頼」といった北欧特有の価値観を都市空間にどう反映させるかという

視点でも評価されている。都市のスケールに関わらず、地域社会全体が

参加して未来に向けて街をより良く改善していく点は、フィンランドが

「幸福度世界一」と言われる所以かもしれない。

自然とテクノロジーが共存するフィンランド

●ノルウェーとアイスランド：自然との共生を目指す都市づくり

　ノルウェーは、再生可能エネルギーの活用や電動交通手段の導入を通

じて、持続可能な都市開発を推進している。オスロでは、世界初のゼロ

エミッション港の実現を⽬指し、交通の電動化が進⾏中である。

　アイスランドでは、地熱エネルギーを活用した都市インフラの整備

や、自然環境と調和した都市計画が進められている。レイキャビクで

は、地熱を利⽤した暖房・温⽔インフラが整備され、⾃然資源が⽇常⽣

活にある。

　 5 カ国に共通して、首都であっても自然ととても近く、一人一人が自

然との共生を考えながら生活できる環境にある。市民が声を発しやすい

環境も特徴的で、自分の住む街だからこそ、より良い未来の街づくりに

住民自身が関心を持って取り組んでいるとも言える。

■�北欧パビリオン：「対話」と「北欧らしさ」が息づく
空間へ

　北欧パビリオンは、前述の通り「ノルディック・サークル 〜北欧と

共に、より良い明⽇へ〜」というコンセプトのもとにデザインされてい

る。建築デザインは、北欧の伝統的な納屋から着想を得た温かみのある

形状が特徴である。

　使⽤されている⽊材は、カーボンフットプリントへの配慮から、あえ

て北欧から輸送せず⽇本国内で調達。そして、万博閉幕後には⽇本国内

で再利⽤される計画となっている。建築そのものが「サステナブルな循

環」の象徴とも⾔える。

　展⽰室では、来場者を包み込むように設えられた360度の⼤型スク

リーンが広がる。このスクリーンは、実は⾷⽤に適さないお⽶から作ら

れたライスペーパーでできており、素材選びからも環境への配慮が感じ

られる。映し出されるのは、北欧の⼈々の暮らし、街並み、⾃然、そし

て四季の移ろい。北欧の⽇常が五感で体感できる空間である。パビリオ

ン内にはあえて決まった順路がない。来場者は⾃由に好きな場所を選

び、それぞれのペースで滞在時間を楽しむことができる。この「⾃由で

ゆったりとした時間の過ごし⽅」そのものが、北欧らしいライフスタイ

ルの体現でもある。

通路を抜けると広がるレストランエリア

北欧 5 カ国それぞれからセレクトしたアイテムを扱うショップ

自然光と風を取り入れたパビリオン。木材はすべて日本で調達。
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売店・飲食店の売り上げは果たして上がるのかという点だ。誌面の関係

で結果だけお伝えしておくと、 1 ヶ月という短期的な歩行者空間化（タ

クティカル・アーバニズム）においてさえも、周辺の小売店・飲食店の

売り上げは向上するという結果が出た（＊ 4 ）。

■データをもちいた都市計画、まちづくり
　このようなデータをもちいた都市計画やまちづくりは始まったばかりだ

（＊ 5 ）。多くの自治体がデータやAIを用いる必要性を感じていながらも、そ

れがなかなか広まらないのは、データという未知のモノに対する心理的な

バリアーや、建築・都市分野におけるプログラミング教育の遅れが影響を

与えていると思われる。しかしこれだけ多様な生き方や考え方を推奨し受

容する社会になってきた以上、周辺住民と合意を形成したり、長期的な計

画を行う際にデータを使わないという選択肢はもうないのではないだろう

か。「データはよく分からない」「AIはちょっと苦手」と言っている場合で

はない。それらを巧く使っていく自治体、それらと上手に付き合っていく

ことが出来る地域こそが、質の高い生活とサービスを提供していくことが

できるのだろう。その先には「人間とはなにか」と問い続ける意味が見え

てくる。ここにこそ、我々建築家やプランナーの可能性がある。

リファレンス：
（＊ 1 ）�吉村有司（2025）「住宅を人の手に取り戻す−組合所有の使用権型コハウジン

グの可能性」中島弘貴ほか編著『不動産ガバナンス 権利調整と合意形成からみ
る持続的な地域のあり方』（東京大学出版会）129-155項に詳しい

（＊ 2 ）�現在ではEjes Verdes（緑の軸）というグリーン政策と歩行者空間化が一体と
なった都市計画が進められている。

（＊ 3 ）�「街路の歩行者空間化は小売店・飲食店の売り上げを上げるのか、下げるの
か？〜ビッグデータを用いた経済効果の検証〜」　Yoshimura, Y., Kumakoshi, 
Y., Fan, Y., Milardo, S., Koizumi, H., Santi, P., Murillo Arias, J., Zheng, S., Ratti, 
C. (2022) . “Street pedestrianization in urban districts: Economic impacts in 
Spanish cities”, Cities, 120, DOI: https://doi.org/10.1016/j.cities.2021.103468

（＊ 4 ）�「タクティカル・アーバニズムを定量化するー御堂筋の歩行者空間化は周辺
の小売店・飲食店の売り上げを向上させたか？―」　Yoshimura, Y., Yamaoka, 
K., Santi, P. (2025). Quantifying tactical urbanism: Economic impact of short-
term pedestrianization on retail establishments, Cities, 160, DOI: https://doi.
org/10.1016/j.cities.2025.105803

（＊ 5 ）�吉村有司（2024）「都市論：ビッグデータ活用で実現する市民参加型のまちづ
くり」IT 批評編集部,桐原永淑編著『生成AI時代の教養：技術と未来への 21の問
い』（風濤社）307-332頁

図 2 　�（ａ）以前の御堂筋　（ｂ）ウォーカブルになった御堂筋　（ｃ）-（ｆ）なんば広場の改修の様子。 
タクシーの停車場だった広場を段々と時間を掛けて人々が滞在できる歩行者優先の広場に改修した。 
Ⓒ大阪市建設局 https://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/ja/news/report/page_00360.htmlより転載

（ａ） （ｂ）

（ｃ） （ｄ） （ｅ） （ｆ）
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■はじめに
　2011（平成23）年 3 月11日に発生した東日本大震災により、福島県

をはじめとする太平洋沿岸部を中心とした広域にわたり甚大な被害が

生じた。この未曾有の大災害を受け、国と地方が連携して、犠牲者へ

の追悼と鎮魂を行い、復興への強い意志を国内外に向けて明確に示す

など、復興の象徴となる「復興祈念公園」を整備することが求められ

ている。このため、福島県では2015（平成27）年度より、学識経験者

及び関係行政機関の代表者等で構成された有識者委員会による検討等

を踏まえ、2026（令和 8 ）年春の供用開始を目指し、復興祈念公園の

整備を進めているところである。

■福島県復興祈念公園周辺における東日本大震災

公園予定地周辺　震災直後の状況（2011.3.11）

　東日本大震災は、広域にわたり甚大な被害が生じた未曽有の大災害

であった。福島県では、最大震度 6 強の地震とその後に発生した津波

等による直接的な被害により、死者・行方不明者合わせて約1,800人 2 ）

を数えることとなった。

　福島第一原子力発電所事故により避難指示が出された住民は、震災

直後、ふるさとに立ち入ることができず、ふるさとを離れて生活をす

ることを余儀なくされた。現在、福島県内外で約24,600人 2 ）が避難

生活を続けている。福島県では、東日本大震災発災直後から、避難や

避難生活による疲労、ストレス等による震災関連死とされた死者が増

加し、約2,300人 2 ）に上る。これは、直接的な被害による死者・行方

不明者を上回る。

　中でも、双葉郡は、東京電力株式会社（現：東京電力ホールディン

グス株式会社）福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所が

位置するとともに、震災後14年を経て、今なお避難の対象とされ居住

ができない避難指示区域が存在する 7 市町村のうち 4 町 1 村が位置して

いる。さらに、双葉・浪江両町は、震災当時の人口 1 ）に対する死者・

行方不明者数 2 ）の割合が福島県の自治体の中でも特に高く、死者が

95人 3 ）と双葉郡最大の犠牲となった福島県内最東端の請戸地区が位置

しており、福島県における東日本大震災の被災を俯瞰できる場所である。

1 ）福島県現住人口調査月報 2011年 3 月 1 日現在（福島県、2011年10月 5 日公表）
2 ）�2011年東北地方太平洋沖地震による人的被害（福島県災害対策本部、2025年 3 月

5 日現在）
3 ）「津波による死者、行方不明者」（浪江町、2015年10月 6 日現在）

■福島県復興祈念公園基本理念及び基本方針
　福島県復興祈念公園は、福島県、さらには被災地全体のかなめとし

て、この地のみならず東日本大震災で犠牲となった全ての生命（いの

ち）に対する追悼と鎮魂の場、また、震災以降福島第一原子力発電所

事故による避難が継続している中、地域との連携により、津波被害や

福島第一原子力発電所事故による災害等震災の記憶と教訓を後世に伝

承するとともに、ふるさとを離れた地域の人々をつなぐ心の拠り所と

なり、さらには復興の進度に応じた段階的な整備や管理を行い、公園

の整備や周辺地域の産業の再生とあわせ、人々が再び福島に戻り、福

島の再生を一層強く発信し、たとえ長い時間を要したとしてもふるさ

とを取り戻し、創造する象徴となるものである。

　このような認識のもと、福島県復興祈念公園の基本理念を次のとお

り定めた。

〈基本理念〉
生命（いのち）をいたみ、事実をつたえ、
縁（よすが）をつなぎ、息吹よみがえる

　復興祈念公園は、現在、岩手県、宮城県にも設置されている。岩手

県における復興祈念公園は、これまで何度も津波の被害を受けてきた

三陸地方のリアス式海岸である陸前高田市の高田松原地区に位置し、

奇跡の一本松などにより今回の津波とその被害からの復興の姿を象徴

的に発信するものとなっている。宮城県における復興祈念公園は、国

内最大の犠牲者のあった自治体である石巻市の平野部である南浜地区

に位置し、地震、津波、火災等の複合的被害を受けた街であり震災の

記憶と教訓を後世に伝承していくものとなっている。

　これらと福島県における復興祈念公園があいまって、広域的かつ

未曾有の災害であった東日本大震災全体の犠牲者の追悼・鎮魂、被災

地それぞれの状況に応じた震災の記憶と教訓の伝承、さらには各県に

おける復興の象徴としての役割を持つ「かなめ」の場所として、復興

への強い意志と人々のたゆまぬ復興への支援に対する感謝を国内外に

発信していくものである。

　また、基本理念を踏まえ、以下のとおり基本方針を定めた。

（ 1 ） 生命（いのち）をいたむ

　福島県、さらには被災地全体の追悼と鎮魂の中核的な場所として、

国内外のあらゆる人々が集い、東日本大震災により犠牲となったすべ

ての生命（いのち）への深い追悼と鎮魂の場を整備するとともに、

福島県復興祈念公園
福島県まちづくり推進課／国土交通省東北地方整備局東北国営公園事務所

各論 7

52



犠牲となった動物に思いを致す慰霊碑を整備する。

（ 2 ）事実をつたえる

　東日本大震災・原子力災害伝承館等と連携し、震災による被害の原

因となった震源方向や福島第一原子力発電所等を望み、公園で東日本

大震災の被害や津波の高さを実感する場を整備する。公園では、福島

県内の自治体が予定する震災遺構を活用した伝承活動と連携し、特に、

次世代に途切れることなく震災の記憶と教訓を引き継ぐ。

（ 3 ）縁（よすが）をつなぐ

　震災以前からの地域の歴史・文化を継承するとともに心を癒す花の

風景づくり等市民活動の拠点を形成し、ふるさとの記憶を想起させ、

現在避難している方たちを含め人々が支え合い助け合うための心の

拠り所となる場を整備する。

（ 4 ）息吹よみがえる

　福島県における生業の再生と軌を一にして、人々がこの地域に戻り、

あるいはこの地域を訪れ、地域が再生していくプロセスに関わり、

国内外に向けた復興に対する強い意志と支援への感謝をあわせて、発

信する場を整備する。

■福島県復興祈念公園の主な空間構成
①国営追悼・祈念施設

　国営追悼・祈念施設は公園の中心部に位置し、福島に対する想いが

集まってくる（求心）とともに、福島の復興が波紋のように同心円状

に広がっていく（発信）というコンセプトのもと、「追悼と鎮魂の丘」

を整備する。丘の内部には円筒形の空間などを設け、来訪者の思索を

促し、被災前～3.11 ～震災直後～復興の時間軸の流れに来訪者が思い

を馳せられる空間とする。

　また、丘の上からは復興する街や花の風景を望むことで、復興を

実感できる場とする。国営追悼・祈念施設は、公園に近接する東日本

大震災・原子力災害伝承館等で知り得た事実と重ね合わせながら、来訪

者が複合災害について考え想像する場とし、静謐かつ荘厳なシンプル

な空間を目指している。

②震災の脅威、被害を伝え、教訓を学ぶ場

　震災遺構（浪江町立請戸小学校）等を活用した伝承活動と連携し、

野外において、東日本大震災の被害を伝えるとともに、利用者が震災

の教訓を学ぶことができるフィールドを設け、震災の記憶と教訓を

伝承する。

③ふるさとと人々を結ぶ場

　様々な困難を乗り越える際に人々の心の拠り所や人々の憩いと潤い

の場となる花やみどりを育む場を設置する。

■おわりに
　福島県では、東日本大震災からの復興に向け、歩みを進めている

ものの、復興への道筋は単純ではなく、長い時間がかかることが予想

される。

　本県では、復興に向けて希望の旗を掲げ、全ての県民が思いを共有

しながら一丸となって復興を進めていくため、福島県復興計画を策定

し、県内各市町村の復興まちづくり推進計画等と連携しながら、復興

に向けた取り組みを進めているところである。

　復興祈念公園が整備される双葉・浪江両町においても、復興に向け

た取り組みが進められており、本公園の整備は周辺の復興まちづくり

とともに進められることとなる。よって、本公園の整備後に、周辺の

復興にかかわる状況が変化することも考えられることから、復興の

状況に応じた柔軟な公園づくりが求められる。

　また、本公園は、地域再生の先駆けとなり、復興へ向けて取り組む

ふくしまの姿を示す役割を担う一方で、世界が関心を寄せるふくしま

の被災の経験を発信する役割をあわせ持つことになることから、公園

づくりのプロセスにおいても、県民のみならず多様な主体との合意

形成を図りながら連携して進めていくことが求められる。

　そして、すべての県民が元気な生活を取り戻し、子どもや若者たち

が誇りを持つことのできる ふくしま を再生するため、世界から注目さ

れる本公園とともに、世界のモデルとなる地域を築き上げ、ふくしま

の新しい姿やその軌跡を発信していくことが期待される。

福島県復興祈念公園完成イメージ円筒形の空間の整備イメージ
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　現在、まちづくりを行うにあたり、都市部人口
集中による公共交通の混雑、高齢化および人口減
少によるサービス・公共交通の維持困難、ヒート
アイランド現象や消費エネルギーの増大などの都
市の環境負荷の増大、高度経済成長期に整備され
たインフラの老朽化など、様々な問題が降りか

かっている。
　これらの問題を解決するにあたり、新しい技術・方法の確立が求めら
れており、本特集号の論考から様々な取り組みが行われていることを知
ることができた。特に、AI、ビックデータ、ロボットが活躍する都市の
姿がすでに実現、または実現可能になり、そのことを身近に感じること
ができる街を想像し、ワクワクした気持ちになった。
　子どものころに漫画や小説などで読んだ未来都市の実現に近づいてい
るように感じている。まだまだ解決しなければならない課題はたくさん
あると思うが、未来のまちづくりに希望を抱くことができると感じた特
集号であった。
� 関西学院大学　河野　学

　今回の論考を拝読して、建築と社会における
「未来」という言葉にいくつかのことを連想した。
具体的には、技術革新により新たな建築意匠やま
ちづくりが実現する未来、歴史や伝統が過去から
継承される未来、サステナブルなど価値観のアッ
プデートに伴う未来などである。

　今後の数十年で、それらは全てすごいスピードで変化・発展していく
ような気がするが、自分の立場（京都市職員）として関心が大きいのは
歴史や伝統の未来への継承である。
　各論 2 では図書省略認定の取組が紹介されているが、構造解析の最新
の知見などにより、一昔前には不可能と思われていた、伝統構法による
京町家の新築の実現が近づいているのは感慨深い。
　京都市が、職人の仕事が手触りで感じられるような魅力的なまちであ
り続けられるよう自分も取り組んでいきたい。
� 京都市　奥山　陽二

　 4 月に法令分科会委員の委嘱があり、今回初め
て特集テーマの編集に参加した。
　「後世へつなぐまちづくり」をテーマに、幅広
い分野の方々の執筆による原稿を拝読し、それぞ
れの国や地域、プロジェクトにおける多様な取り
組みに触れることができた。まちづくりに携わる

皆様の変化に対する驚くべき適応力と、それを支える情熱に圧倒される
思いであった。

特集全体を通して、変化を受け入れ、調和・融合しながら力強く前進し
ていく姿勢が随所に感じられ、初めての編集参加となった私にとって、
記念すべき一冊となった。
� 大林組　日下部　美嘉

　今回の特集では、都市や建築、災害対策、地域
再生における多様な取り組みが紹介された。
　その中で共通して見えてくるのは、地域の歴
史・文化・技術・自然との共生を大切にしながら、
未来に向けた持続可能な社会基盤を築こうとする
姿勢だと感じた。スマートシティや北欧の都市計

画では、テクノロジーと人間中心の都市設計が融合した社会の実現が目
指されている。また、モバイル建築の活用については、災害対応の新た
なモデルとして大きな期待をいだいた。
　これらの取り組みは、単なる技術革新にとどまらず、人々の暮らしや
地域の「未来」を見据えた「まちづくり」の姿勢が共通しており、「後世
へつなぐまちづくり」として大きな可能性を与えてくれるものであった。
� 堺市　時見　正人

　今月号のテーマ「後世へつなぐまちづくり」は、
年間テーマの未来に関連して、建築物や都市が長
い年月にわたり存在し続け、後世にも影響を与え
ることから着想を得たものである。人口減少や気
候変動、社会の多様化といった課題に直面する中
で、建築物や都市はどのようにあるべきか、また

どのように変革していくべきかは、極めて重要な問いだと考える。
　特集では、各地の先進的な取り組みや被災地の復興に向けた取り組み
に加え、グラングリーン大阪プロジェクトにも焦点を当て、開発に携
わった方へのインタビューを通じて、今後のまちづくりで未来を見据え
た想いを伺った。記事を通じて、建築物やまちには多くの人々の想いが
込められており、それが実現され、さらに後世へと託されていくことを
改めて感じた。
　こうした「想い」を持った取り組みが、今後も日本全国、そして世界
各地に広がっていくことを願っている。
� 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング　𠮷田　悠起

　最後に…たいへんお忙しい中、総論・各論をご執筆くださいました専
門家の先生方、インタビューにご協力いただきました大阪都市計画局・
大阪市建設局・UR・三菱地所の皆様、これらをとりまとめ、本特集掲
載に関与していただきましたすべての方々に厚く御礼申し上げます。
� 法令分科会委員一同

編集後記
法令分科会
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　その後、建設会社が算出した概算工事費が予算を超過していたた

め、工事費削減に向けた設計変更も併せて実施した。

　また、博覧会会場における各パビリオンには受電容量の上限が定め

られており、当初は不足分を自家発電機で補う計画であったが、ちょ

うどその時期に受電容量の増量が認められたため、自家発電機の設置

を取りやめ、空調システム等の見直しを含めた設計変更を実施し、工

事費へ反映した。申請に関する対応については、各設計関係者および

行政機関との調整を経て、変更申請とするか、あるいは一旦申請を完

了させるかを判断し、着工スケジュールを優先した柔軟な申請手続き

の進行へとシフトした。その結果、以下のとおり各承認を取得した。

・2024年 2 月19日：仮設許可承認

・2024年 2 月29日：建築確認済証取得

・2024年 3 月13日：博覧会協会による実施設計承認

　工事着工後も発注者の要望にこたえるための設計変更の予定があっ

たため、各行政機関および博覧会協会と継続的に協議を行い、適切な

タイミングで各種変更申請を実施した。このように、本プロジェクト

は多くの課題を伴うものであったが、ハンガリー関係者、博覧会協

会、日本の行政機関、そして日本のプロジェクトチームが一丸となっ

て取り組んだ結果、2025年 3 月13日に無事建物の引渡しを完了する

ことができた。

■主たる申請手続き
申請内容 提出先

基本設計承認申請 博覧会協会
実施設計承認申請 博覧会協会
展示設計承認申請 博覧会協会
完了証明検査申請書 博覧会協会
使用許可検査申請書 博覧会協会
仮設許可申請 大阪市
建築確認申請 ERI、消防署
構造適合判定申請 GBRC
工作物確認申請 ERI
特例承認願出書（劇場用途） 消防署
定員表交付申請（劇場用途） 消防署
危険物品の持込みの許可申請 消防署
食品衛生法営業許可 保健所

■ハンガリーパビリオンの特徴
　ハンガリーパビリオンは地上3階建ての建物で、 3 階にはコミュニ

ティフロアがあり、 2 階のレストランでは本場の伝統的ハンガリー料

理、隣接するワインバーではハンガリー各地のワインが楽しめる。展

示エリアの最後にはハンガリーの土産品や民芸品等が購入できるギフ

トショップも設けられていて、ハンガリーの歴史と文化を肌で感じる

ことができる体験型施設になっている。

●イマーシブドーム

　パフォマーによる演出

で、ハンガリー民謡の世界

に入り込んだかのような幻

想的な体験と没入感を得る

ことができる。

　永遠と広がる星空の下、

最新の舞台技術とライトショーの演出により、異次元に飛び込んだよう

な感覚で民族音楽の生演奏を楽しむことができる。

●エキシビションスペース

　ハンガリーの歴史や文化

を紹介し、視覚と触覚を通

じて理解を深める展示を提

供する。  

●レストランフロア「ミシュカキッチン＆バー」

　ハンガリーの伝統的な料理を味わえるレストランが設置され、食を

通じて文化を体験できる。ハンガリー料理は、パプリカをはじめとす

るスパイスを効かせた濃厚な味わいが特徴。グヤーシュ（牛肉のパプ

リカ煮込み）やパプリカチキンなど、ハンガリーを代表する料理を本

場の味で楽しむことができる。

　ハンガリーは、ヨーロッパでも有数のワイン生産国として知られて

いる。パビリオン内のワインバーでは、ハンガリー各地の厳選された

ワインを楽しむことができる。特に、トカイワインと呼ばれる貴腐ワ

インは、「ワインの王、王のワイン」と称されるハンガリーを代表す

る銘酒である。

いまがわ・よしお 

福井工業大学　工学部　建築工学科　建築学専攻卒業。
現在、株式会社綜企画設計　大阪支店長
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『建築と社会』誌　カラー版をWEBで！
『建築と社会』の紙面がPDFファイルで読めるようになりました。

本誌ではモノクロのページも、PDF版はカラー写真を掲載している場合があります。
協会ホームページの会員専用ページからご覧いただけますので、ぜひご活用ください！！

会員専用ページからは『建築と社会』の創刊号より会誌の記事検索ができます。
★　招待券抽選応募フォームもこちらから　★

ログイン方法は下記参照

 

 

日本建築協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp/）
にある「ログイン」ボタンをクリックするとI Dと
パスワードの入力画面になります。個人会員の方には
会員証と共にIDとパスワードをお送りしています。
ご 不明な場 合はsoumu@aaj .o r. jpへお問合 せ
ください。

ログイン後、「会員専用ページ」のこのボタンから記事検索ができます。年代と目次を基にしたフリー
キーワード検索ができます。（記事のタイトルや執筆者名、建築物の名前など）ただしタイトル・
執筆者において、旧字体、環境依存文字等は検索システム運用のため常用漢字等へ変更しています。
（瀧→滝、澤→沢、實→実など）
検索結果の「表示する」ボタンを押すと会誌1冊分のPDFファイルが表示されます。
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■はじめに
　神戸に引っ越してから数年後、共通の特徴を持つ一連の建物の存在

に気が付いた。何れも落ち着いた表情で街に気品を添えており、意識

して改めて見渡してみると、同じ肌触りを持つ建物たちは神戸のそこ

ここに建っていた。それが私と瀬
せ

戸
と

本
もと

淳
じゅん

氏の作品との出会いである。

今回御紹介する世
せ ら

良美術館もその一つ。御影の住宅街に静かに佇む個

人美術館である。

　本稿の執筆に際し、設計者の瀬戸本淳氏（1947～）にお話をお伺い

する事が出来た注 1 。本稿で出典を記さない部分はすべて瀬戸本氏から

お聞かせ頂いた事である。

■瀬戸本淳氏の経歴
　まずは瀬戸本淳氏の経歴を確認しておこう。瀬戸本氏は神戸市灘区

のお生まれ。摩耶小学校、上野中学校、神戸高校と進まれたが、中で

も1929年竣工の摩耶小学校と1938年竣工の神戸高校の校舎は瀬戸本氏

にとって建築的な原体験となった。残念ながら摩耶小学校は1990年に

解体。神戸高校も解体の危機に直面したが、こちらは保存運動により

部分保存されて今に至る。瀬戸本氏もこの保存運動に携わった注 2 。ま

た神戸高校の同窓会館は1956年竣工の建物だが、2011年に瀬戸本氏の

設計で改修されている。

　閑話休題、瀬戸本氏は高校の美術部の先輩の影響もあって神戸大学

の建築学科に進学。鳥
とり

田
た

家
いえひろ

弘教授・嶋田勝
かつ

次
じ

助教授の「建築意匠講座」

に所属した。卒業設計として「アーバンエントリー計画」を提出し、

1969年 3 月に卒業。同年 4 月に鹿島建設の設計部に就職し、翌1970年

に安井建築設計事務所（以下安井事務所）に移った。

　安井事務所では初め野村裕二氏（1939～）の下で1971年竣工の明石

市民会館の大ホール・中ホール・小ホールの展開図を担当した。その

後サントリーの仕事を担当する班に配属され、大阪府島本町若山台に

あった1974年竣工のサントリー中央研究所を担当。24～25歳の瀬戸本

氏がサントリーの研究所の所長と直接話し合って設計を詰め、外観は

安井事務所の佐野正
しょういち

一社長（1921～2014）の意見で「ウィスキー色」

に決めた。建物の正面中央に階段とエレベーターを納めた四角いコア

を45度に振って配し、それがあたかも塔の様に聳え立つ。塔を印象的

に配するのは後年の作風とも共通する点である。

「再読 関西の建築」

73 安田徹也
神戸大学准教授世良美術館

（現・みかげ芸術堂）

①世良美術館を南東から見る。東側の入口はコンクリート打ち放しの「大門」とする。南東隅には円塔がある。外壁は二丁掛タイルを縦使い。

設計：瀬戸本淳建築研究室
施工：大工建設

（1992年 7 月号）
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　しかし、安井事務所の同僚で親友でもあった小林 恒
ひさし

氏（1944～

2016）が一足先に独立して仕事を始めていたのを見て、瀬戸本氏も独

立を決意。1977年に神戸市北野に瀬戸本淳建築研究室を設立した。初

期の作品に1981年竣工の西宮市羽衣町のバートンホールがあるが、そ

この喫茶店でアルバイトをしていたのが後に瀬戸本氏の右腕となる大
おお

土
ど

呂
ろ

巧
たくみ

氏（1958～）である。その後、1984年に株式会社に改組し、1999

年に神戸市海岸通りの神戸郵船ビル（現、神戸メリケンビル）に事務所

を移転。そして2020年に瀬戸本淳建築研究室を閉鎖し、既に2005年に

独立していた大土呂氏の会社に合併する形で事業が引き継がれた。

■世良美術館の建設まで
　その瀬戸本氏が手掛けた世良美術館は、世

せ ら

良臣
とみ

絵
え

氏（1911～2009）

の自宅兼私設美術館である。世良氏はピアノ教師であると同時に小磯良

平（1903～88）に師事する画家でもあった。その小磯氏が亡くなる10

年ほど前、世良氏は小磯氏にこう提案した。神戸市東灘区住吉山手の小

磯氏のアトリエの敷地内に注 3 、個人美術館を建てたらどうか。それに対

して小磯氏は、逆に「ここは足の便が悪いから、それよりも君のところ

に建てたらどうか」と世良氏に美術館の建設を勧めたのだという注 4 。そ

の後も小磯氏は、世良氏と一緒にスケッチ旅行に行く時などに「あなた

は、いつかいい美術館を創りなさいね」と言っていたそうである注 5 。

　それが実現した直接のきっかけは、御影で進んでいた区画整理事業

であった。小磯氏没後の1990年、世良氏は自宅の建て替えを考えてい

た事もあり、土地の一部を提供するのに併せて、庭にしていた自宅北

側の土地100坪ほどを分筆して売却した。時あたかもバブル期の絶頂

の頃である。この時に予想以上の土地代が得られたため、世良氏の念

願だった美術館建設が実現可能となったのである注 6 。

　瀬戸本氏によれば、世良氏はまず大
だいこう

工建設社長の西
にしみや

宮章
あきひろ

泰氏に相談

したのではないか、との事。その西宮氏を介して瀬戸本氏に設計依頼

が舞い込んだ注 7 。図面の日付を見ると、最終的に設計案が固まったの

は1990年 9 月の事である。

■建築的な特徴
　それでは世良美術館を外観から見ていこう。東側の建物正面にはコ

ンクリート打ち放しの門が形作られているが、これは瀬戸本氏が中国

を旅した際の見聞の影響であるという。中国では住宅の入口の門を

「大門」と呼ぶ事が多い。それに感化され、建物の正面には大きい門を

設ける事を意識する様になったそうである。実際に瀬戸本氏の作品の

多くに「大門」を見出す事ができる。

②平面図No.1　1/100　瀬戸本淳建築研究室　1990年 9 月27日 ③平面図No.2　1/100　瀬戸本淳建築研究室　1990年 9 月27日

④断面詳細図No.1　1/50　瀬戸本淳建築研究室　1990年 9 月27日 ⑤断面詳細図No.2　1/50　瀬戸本淳建築研究室　1990年 9 月27日

図版出典　②～⑤：瀬戸本淳氏所蔵　　①：筆者撮影（2022年 1 月）　⑥～⑮：筆者撮影（2025年 3 月）
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　続いて外観を特徴づけるのは南東隅の円塔だが、これも瀬戸本氏が

以前から試みていた表現である。1989年竣工の塩屋の住宅に設けたの

が最初で、その後も1995年竣工の月光園鴻臚館（神戸市北区有馬町）

や1997年竣工の兵庫県司法書士会館（神戸市中央区楠町）などでも印

象的な円塔を見る事ができる。

　これらの円塔のモチーフとなったのは三ノ宮にあった神戸阪急ビル

であった。阿部美樹志設計で1936年竣工。阪急三宮駅が入るだけでな

く、阪急シネマ、阪急会館、阪急文化劇場という 3 館の映画館が入る

複合施設だった。残念ながら阪神大震災で大きな被害を受けて解体さ

れてしまったが、瀬戸本氏が子供の頃は電車に乗ったり映画を見たり、

神戸阪急ビルには「夢が凝縮されていた」という注 8 。

　また御影公会堂の影響も指摘出来るだろう。清水栄二設計で1933年

竣工。やはり交差点に面して印象的な塔屋を持つ、御影のランドマー

クである注 9 。こうした神戸の古い記憶を継承する形で瀬戸本作品はデ

ザインされている。

　なお世良美術館の円塔の中は螺旋階段になっている。これも瀬戸本氏

が得意とするボキャブラリーの一つ。瀬戸本氏によれば、直径を 4 ｍほ

ど確保すれば上
のぼ

り下
お

りも楽で、周りの空間も豊かになり、歩いていて

も楽しい。ある程度大きい建物には螺旋階段を添える様にしていると

の事である。

　外観のディテールで特徴的なのは二丁掛けタイル（227×60mm）を

縦使いして小
こ

口
ぐち

ウマ貼りとする手法。これは円塔などの曲面の壁にも

柔軟に対応できる。更に水平線が現れるので外観に安定感が生まれる

点も瀬戸本氏がこの手法を使う理由である。そしてタイルは独特の

小
あ ず き

豆色をしているが、これも瀬戸本作品を特徴づける要素である。こ

のタイルの色は、瀬戸本氏曰く「南イタリアの日焼けした女の子の

ほっぺの色」注10。世良美術館のタイルは志野陶石が特注で製作した。

遠目には一色だが、実は色の濃淡が微妙に異なる複数のタイルを組み

合わせて、単調になるのを防いでいる。

　そもそも瀬戸本氏は昔からイタリアに魅せられていた。カンツォーネ

等のイタリア音楽や明るいラテン系の気質が肌に合ったのはもちろん、

建築家としても若い頃から『d
ド ム ス

omus』と『A
ア ビ タ ー レ

BITARE』を定期購読し、海

外と比較した時の自分の仕事の立ち位置を見る指標としていた。更に

2025年現在もイタリア語の勉強を続け、毎年イタリアに行っている。そ

うした瀬戸本氏の志向が、作品に独特の奥行きを与えているのであろう。

　建物の中に入ると、 1 階の床は一面の大理石に覆われている注11。世

良氏はピアノの先生でもあるので 1 階をピアノ演奏等に使う事は当初

から想定されていたが、床が大理石なのは音響の上でも効果的だった。

⑥１階を北東から見る。 ⑦１階を北から見る。開口部から庭の草花が見える。

⑧１階を西から見る。上部に吹き抜けあり。 ⑨南側の庭を東から見る。 ⑩螺旋階段を１階から見上げる。
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1 ・ 2 階ともおおむね建物の南側が美術館、北側が世良氏のプライ

ベート空間で、ドアは全てバリアフリーとなっている。

　そして世良氏は「一年中花が咲いている自然の林の中の美術館」と

いう条件も出していた注12。庭は必ずしも広くはないが、窓を効果的に

用いて緑を建物内に取り込む事で世良氏の要望に応えている。

　世良美術館のオープンは1992年 4 月17日。小磯氏のデッサンや世良

氏の絵画を展示し、併せて定期的に音楽会を開催する。ちなみに小磯

良平美術館がオープンしたのも同年11月 2 日であった。

■おわりに
　しかし2025年4月13日のコンサートを最後に世良美術館は閉館。建

物も存続の危機に直面したが、谷恵美子氏（1958～）が新オーナーと

なり、改装工事を経て 6 月 8 日にみかげ芸術堂として新たなスタート

を切る事ができた。ちなみに同日の杮落としコンサートは瀬戸本氏の

「オー・ソレ・ミオ」のサックス演奏から始まった。そしてこれから

も、様々な文化や芸術がここから発信されるに違いない。

　本稿の執筆に際し瀬戸本淳氏には貴重なお話をお聞かせ頂きました。世良美術館
（当時）の武田昌子氏には建物見学や資料閲覧の御便宜を頂き大変お世話になりまし
た。記して謝意を表します。

注 1 ）聞き取りは2025年 7 月10日に瀬戸本淳氏の自宅にて行った。
注 2 ）�瀬戸本氏は「神戸高校の校舎を考える会」に参加し1997年 8 月には日本建築

家協会近畿支部兵庫会会長として兵庫県知事貝原俊民宛に「県立神戸高校の
校舎を登録文化財にしていただきたい旨のお願い書」を提出している。『ロン
ドン塔は残った』（神戸高校の校舎を考える会　2003年）参照。

注 3 ）�小磯良平のアトリエは1949年に神戸市東灘区住吉山手4-1-7に建設された。
『小磯良平展』（梅田近代美術館　1981年）の「年譜」より。

注 4 ）�山野英嗣「美術館散歩48　世良美術館」『日本美術工芸』687号　1995年12月
注 5 ）瀬戸本淳「世良美術館」『建築と社会』844号　1992年 7 月
注 6 ）『TOMIE SERA 世良臣絵作品集　自然に魅せられて』絵芯社　2008年
注 7 ）�田中良平『バラード神戸』（ドメス出版　2009年）の「第二編　天女たちの

美術館」は世良美術館をモデルにした短編小説だが、その中で、建設に際し
て瀬戸本氏と「関西出身で独学で建築を学び、コンクリート仕上げの建物で
世界に名を広めた有名な建築家」の 2 人に設計案が依頼されたとの記述があ
る。名指しこそしていないが、後者が安藤忠雄氏を指すのは明らかである。
しかし本書はあくまで小説なので史料としては使えない。安藤氏による世良
美術館案があったというのは現時点では未確認情報である。

注 8 ）�瀬戸本淳「生と死と楽園」（『嶋田勝次先生退官記念論集「建築・都市・人
間」』1995年）でも阪急会館について「北東の角に丸い塔が建っています。ま
るで天と地をつなげ、宇宙、世界と交信しているさまは、実は私の建築家と
しての原風景だったのです」と述べている。

注 9 ）�1992年 7 月21日付『神戸新聞』の「インタビュー」で瀬戸本氏は世良美術
館の「回り階段、ドーム型屋根」のモチーフとなった物として『上流社会』

（1956年）、『回転木馬』（1956年）等の外国映画や摩耶小学校、神戸高校と共
に御影公会堂を挙げている。ただし『建築と社会』856号（1993年 7 月）95
頁によれば、『回転木馬』が自身の建築のコンセプトに影響を与えていると気
付いたのは最近であるとの事。

注10）�注 9 前掲記事でも瀬戸本氏は世良美術館のタイルの色を「南イタリアの美し
い少女の “ほっぺ” の色をイメージしています」と語っている。

注11）�注 6 前掲書65頁で世良臣絵氏は次の様に述べている。「当初内装は御影石を
基調とした黒っぽい色調を勧められました」一方で瀬戸本氏には内装に黒御
影石を勧めた記憶は無いとの事である。

注12）「世良美術館がオープン」『日刊建設通信新聞』1992年 4 月22日

⑪ 2 階を北東から見る。天窓あり。 ⑫ 2 階を東から見る。奥に吹き抜けあり。

⑮屋上を北西から見る。吹き抜け上部の半円の窓と塔屋を見る。⑭ 2 階個室を西から見る。天窓あり。⑬ 2 階吹き抜けを北東から見る。





マッチが浮き彫りになった瞬間でした。

　さらに、彼らが望むのは一回きりの見学ではありません。「同じ建物

を、工程ごとに何度も見たいです。今回は基礎、次は躯体、そして仕

上げと、定点観測のように追いかけることで、建物が出来上がるプロ

セスを自分ごととして体験できるはずです」と、非常に具体的で質の

高い学びへの意欲を示してくれました。

◎�グループB 「業界の“常識”をアップデートしてほしい。私たちに必

要なのは、お金と場所と対話です。」

　（ファリシテーター：川上先生）

　「本当に衝撃的でした。我々が『やらなければ』と思っていること

を、彼らはすでに自分たちでやっているんです」

　川上先生が驚きを隠さずに語ったように、グループBの学生たちは、

すでに自主的な活動を始めていました。空き家を借りて仲間とリノ

ベーションしたり、一般の人を巻き込んだワークショップを企画した

りと、自らの手で「建築業界をひらく」活動を実践していたのです。

　彼らが業界に求めるものは、とてもシンプルで本質的でした。それ

は「資金、ネットワーク、そして場所」です。

　特に、従来の就職活動への不満は大きいようでした。「合同企業説明

会は、どの会社も一方的に自社の素晴らしさを語るだけで、正直つま

らないです。ホームページに書いてあることの繰り返しで、本当に知

りたい本音は聞けません」。彼らが求めているのは、そんな形式的な場

ではありません。「もっとフランクに、本音で語り合える双方向の対話

の場」を熱望していました。企業の担当者と、時にはお酒を酌み交わ

しながら、リアルな仕事の話や個人のキャリアについて深く語り合え

る機会があれば、と願っています。

　彼らは、建築を通じて地域コミュニティを本気で再生したいと願っ

ており、その真剣な眼差しからは強い意志が感じられました。その熱

意を実現するための「活動拠点（場所）」と、それを支える「資金」、

そして多様な人々と繋がる「ネットワーク」を、業界がサポートして

くれないだろうかと問いかけていました。

第二部：全体討議で見えてきた、未来へつなぐアクションプラン

　各グループの発表を受けて、議論は全体へ。学生たちの熱意をどう

すれば業界全体の活力に変えていけるのか、具体的なアクションプラ

ンが語られました。

アクション 1 ：�告知の“壁”を壊し、学生を巻き込んで情報を発信して

いく。

　「見学会があるなら行きたかったのに、知らなかった」という声は、

協会にとって重い課題です。協会が発信する情報が、肝心の学生たち

に届いていないという現実がありました。

　「SNSの使い方が、僕らはまだ下手。学生の皆さんのほうが、炎上

しない上手な写真の撮り方や伝え方を知っている」と協会委員が認め

ると、「ぜひコラボしましょう！今日の座談会の様子も、『建築協会のお

じさんと喋ってきた』みたいな感じで気軽にアップしますよ！」と学

生から頼もしい返事が返ってきました。

⇒�まずは学生団体と連携し、彼らのSNSを通じて情報を拡散してもら

うのはどうでしょうか。学生目線の「刺さる」コンテンツを一緒に

創り上げるのはどうでしょう。

アクション 2 ：�「就活のため」を脱却し、キャリアの視野を広げる早期

体験の機会をつくる。

　「施工と設計、どちらに進むべきか分からないまま就活に突入する

のは遅すぎます。もっと早い段階で現場を見て、建築の幅広さを知る

機会があれば、自分の本当にやりたいことが見つかるはずです」

M e m b e r ’ s 　 F o r u m
活動報告の頁
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　この学生たちの声は、就活のあり方そのものに疑問を投げかけます。

彼らが求めているのは、就活の一環としての見学ではなく、「建築の面

白さをまだ知らない 1 、 2 年生こそ来てほしい」というような、「自分

の未来を見つけるための見学会」なのです。

⇒�低学年を対象としたキャリア発見のための見学会を企画、「設計」「施

工」「設備」「材料メーカー」「積算」など、建築にまつわる多様な職

種を体験できるプログラムを検討できないでしょうか。

アクション 3 ：�空き家を“生きた教材”に、産学連携の実践プロジェク

トを始める。

　「実は、神戸の山手にボロボロの一軒家を借りていて、学生に『好

きにしていいよ』と言っているんですが、なかなか手が動かないんで

す」と協会委員が打ち明けると、学生たちの目が輝きました。

　「そういうのがやりたいんです！」「自分たちで解体から内装までや

るなんて、最高じゃないですか！」

　学生が主体となり、協会が専門知識でサポートする。これこそ、リ

アルなものづくりを体験できる最高の学びの場になるかもしれません。

学生にとっては実践の機会となり、業界にとっては未来の才能を発

掘・育成する場にもなります。

⇒�企業が所有する遊休不動産などを活用し、学生主体のリノベーショ

ンプロジェクトを立ち上げたり、知識や技術面でサポートし、完成

後は活動拠点として活用するなど、持続可能なモデルを構築など検

討することは可能でしょうか。

アクション 4 ：�本音で語り合うために、「飲み会」という名の最強のコ

ミュニケーションの場を設ける。

　議論の最後に学生から出た、「飲み会をメインに、企業の人と話せる

企画があれば絶対行きたいです」というストレートな提案に、会場は

温かい笑いに包まれました。

　「堅苦しい名刺交換はいりません。美味しいものを食べながら、リ

ラックスした雰囲気で話したいんです」。この一言に、彼らが求めるコ

ミュニケーションのすべてが詰まっているようでした。一方的な説明

会ではなく、人と人との血の通った繋がりこそが、彼らの心を動かす

のではないでしょうか。

⇒�従来の企業説明会や座談会の形式ではなく、懇親会や食事会など、

フランクなコミュニケーションが生まれる場を積極的に設けていく

ことが、有効な手段となりそうです。

おわりに

　今回のディスカッションは、建築業界の未来を担う学生たちが、驚

くほどの熱意と行動力、そして明確なビジョンを持っていることを改

めて教えてくれました。彼らはもはや、教えを待つ「受け手」ではあ

りません。自ら課題を見つけ、仲間と繋がり、業界をより良くしよう

と行動する「主体」なのだと感じます。

　彼らの「リアルな建築に触れたい」という切実な願いに応え、その

熱意を具体的なアクションに繋げていくこと。それこそが、日本建築

協会をはじめとする業界全体の使命ではないでしょうか。

左から川向宇瞳さん、川向世瞳さん、松井みのりさん、森下いずみさん、
梅原聖大さん、上山澄空さん、松﨑康太郎さん

（文責　建築次世代委員会委員長　菅原幸也／

日建設計コンストラクション・マネジメント）
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万博での大阪ガスのメタネーション実証について
大阪ガス株式会社　エンジニアリング部　横山晃太

寄稿

■はじめに
　当社は、2021年 1 月に「カーボンニュートラルビジョン」1 ）を公表

し、2050年のカーボンニュートラル実現への挑戦を表明した。その後

も2023年 3 月に「エネルギートランジション2030」2 ）、2025年 2 月に

「エネルギートランジション2050」3 ）を公表し、実現へのロードマッ

プをより明確にしてきた。それらに記載の通り、当社は都市ガスの脱

炭素化に関して、都市ガスの主原料である天然ガスから「e-メタン」

への移行を目指して様々な活動を進めている。e-メタンとは、水素と

CO2を合成して得られるメタンのことであり、水素キャリアの一種で

もある。天然ガスとe-メタンとはほぼ同じ成分（それぞれ主成分がメ

タン）であることから、既存の都市ガスサプライチェーンをそのまま

利用した供給が可能となるため、天然ガスからのシームレスな移行が

できる。

　e-メタンの社会実装に向けて、メタネーションの大規模化や高効率

化を目指した複数の技術開発や実証を実施中である。本稿で紹介する

大阪・関西万博会場内で実施する「生ごみを主原料としたｅ-メタンの

製造・利用実証」もその一つであり、本実証は環境省委託事業「既存

のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築実証事

業」として実施している。製造したe-メタンは会場内の迎賓館厨房や

熱供給設備などで実際に利用しており、まさに万博の重要な意義の一

つである「未来社会の実験」を行っている。

■大阪・関西万博会場でのメタネーション実証
　生ごみや下水汚泥を「メタン発酵」させると、微生物がそれらに含

まれる有機物を分解し、最終的にバイオガスが得られる。バイオガス

はメタンとCO2との混合ガスであり、以前からバイオガス中のメタン

（以後、バイオメタン）は、ボイラー燃料、発電燃料、自動車用燃料、

都市ガス燃料として利用されるケースがあった。一方、バイオガス中

のCO2に関してはこれまでほぼ利用されてこなかった。そこでe-メタン

の原料としてこのバイオガス中のCO2に着目し、生ごみや下水汚泥（廃

棄物系のバイオマス）由来のe-メタンの製造及び利用の検討を行った。

　万博会場内の実証試験のフローを図 1 に示す。生ごみは会場等から

毎日 1 トン受け入れ、メタン発酵槽にて約 5 Nm3/hのバイオガスを製

造する。水素については、証書付きのグリーン電力を購入し、オンサ

イトで水の電気分解を行い、16Nm3/hの水素を製造する。また、CO2

原料としては、バイオガスだけではなく、RITE（公益財団法人地球環

境産業技術研究機構）が実施するDAC（Direct Air Capture）で得られ

るCO2、エア・ウォーターが実施するCO2回収実証（ボイラー排ガス中

のCO2回収）で得られるCO2、さらには日本館で得られるバイオガス精

製後のCO2を最大合計 2 Nm3/h受け入れる。基本的にはRITE、エア・

ウォーター、日本館それぞれの運転計画に沿ってCO2を受け入れてい

る。これらの原料（バイオガス、H2、各CO2）をメタネーション設備

に供給し、e-メタンを最大 7 Nm3/h製造する。製造されたe-メタン

にグリーン証書付きLPG（液化石油ガス）を添加して都市ガスと同じ

熱量とした後、シクロヘキセン添加による付臭を行い、迎賓館及び熱

供給設備（ガスコージェネレーションやガス吸収式冷凍機）へ供給す

る。会場内から原料を調達し、製造したe-メタンは会場内で利用する

形での実証を行うことで、e-メタンの地産地消的なモデルの一つとし

て示したいと考えている。

図 1　万博会場内の実証試験のフロー（設備能力）

以下、主たる要素技術について概要を記載する。

【メタン発酵技術】Daigasエナジー株式会社の「D-bioメタン」を採用

した。高温タイプ（50℃～55℃）の湿式メタン発酵技術であり、商用

機として数件の実績がある。

【電気分解技術】カナデビア株式会社のPEM（Proton Exchange 

Membrane）型の電気分解技術を導入した。水素製造能力としては最

大20Nm3/hである。

【バイオメタネーション】微生物（メタン菌）の力を用いてH2とCO2か

らメタンを合成するものである。当社がラボ試験で得られた結果から

今回スケールアップしたものを設計・建設しており、本実証にて運転

データを取得し、性能確認を行う予定である。

【サバティエメタネーション】触媒を用いてH2とCO2からメタンを合成

するものである。カナデビア株式会社の技術を適用しており、本実証

規模では十分な実績がある。等温式反応器の 2 段構成となっており、

出口ガス中のメタン濃度はおおむね97％程度以上となる。等温式反応

器とはシェル＆チューブ型の反応器で、チューブ内に触媒が充填されて

おり、シェル側には熱媒油が循環され、メタネーション反応で発生する

熱を熱媒油が除去する仕組みとなっている。本実証では、熱媒油が回収

した熱をメタン発酵槽の保温に利用する取り組みも実施する。
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■実証試験設備の建設完了及び「化けるLABO」の竣工
　万博会場内での本実証設備の建設は、2024年 8 月から開始し、2025

年 2 月に完了した。図 2 に本設備の写真を掲載する。建設完了後は、

各機器の立ち上げや試運転を実施したのち、 3 月からe-メタンを製造

し始め、会期前の 3 月下旬に迎賓館厨房でe-メタン燃焼試験を実施し

たが、無事に終了した。e-メタンと都市ガスとの切替試験も行ったが、

目視では全く気付かないほどスムーズに切り替わることを確認でき

た。2025年 4 月13日の万博開幕後も、e-メタンを順調にお使いいただ

いている。2025年 6 月 1 日時点では、累計約3000m3のe-メタン製造

を行った（標準世帯で 1 日約 1 m3の都市ガスを消費）。

図 2　メタネーション実証設備「化けるLABO」写真

図 3　迎賓館厨房でのe-メタン燃焼試験写真

　RITEのDAC設備、当社のメタネーション設備、エア・ウォーター

のCO2回収設備は、万博の中で「カーボンリサイクルファクトリー

（CRF）」と位置付けられており、2025年 3 月11日に万博協会主催で

CRFの完成記念式を行った 4 ）。CO2がe-メタンというエネルギーに変

化する（化ける）仕組みを大人から子供までわかりやすく見学しても

らえるような思いも込め、当社の設備は「化けるLABO」という名称

とした。具体的には図に示すような、アテンダントによる説明、パネ

ルによるフローの図示、タブレット端末を用いた拡張現実（AR）など

を活用して、e-メタンのプロセスをどなたにも理解していただけるよ

うに紹介している。2025年 6 月 1 日時点では、累積1,000人超の方々

に見学をいただいた。

図 4　「化けるLABO」での見学イメージ図

■おわりに
　これまで述べたとおり、万博会場では未来のエネルギーであるe-メ

タンの社会実験を行う。e-メタンはその燃焼時にCO2を排出するが、

原料として廃棄物系バイオマス（生ごみなど）や回収したCO2を利用

すればカーボンニュートラルな燃料であることを示していきたい。ま

たその利用時には、現在の都市ガス機器そのままで利用できることも

訴求していく。既に老若男女含め1,000人を超える方々にご見学いただ

き、たくさんのポジティブな反応やコメントをいただいている。コス

トやスケールアップなど含め、社会実装には課題があるが、万博で未

来のクリーンエネルギーとしての「e-メタン」の認知度を高め、様々

なステークホルダーの方々と引き続き社会実装に向けた前向きな議論

を継続していきたい。
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